
まるめ郎アルバム編集後記
　新年、明けましておめでとうございます。昨年を振り返
ると、４月から広報担当として組合員さんと接する機会が
増え、農協職員として大変勉強となった一年でした。特に
組合員さんの農業に対する思いなどを直接聞くことがで
きたのは、私にとって一生の良い経験になったと確信して
おります。
　昨年、経験したことを活かし、皆さんに「えすぽわーる」
をもっともっと楽しみにしてもらえるよう、努力してまいり
ますので、今年もよろしくお願いします。
　皆さんからの面白いコメントをお待ちしております。

（翔）
JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一
（ながい ともかず）

　茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレン
ジ）」のオーナーシェフ・
永井智一さんに、元気が
湧いてくる朝ご飯を教え
ていただきます。

新年のご挨拶

われら亥年

年末年始の営業時間のお知らせ

今 月 の 朝 ご 飯今 月 の 朝 ご 飯

レシピ1

ポイント

レシピ2

材料（4人分）

米 ………… １/２カップ
水 …… ３と１/２カップ
　　　　　　　　　（７倍量）
ごま油……… 大さじ１/２
ダイコン………… １/８本
　　（短冊に切り下ゆでする）
カブ……………………１個
　  （１/８に切り下ゆでする）
ミツバ…………… １/２束
塩 ……………………適宜

（１）

（２）

（３）

作り方

米をとぎ、ざるにあげ20分置

いた後、ごま油を絡めておく。

手鍋に水と（1）を入れ中火に

かけ沸騰したら弱火にしてコ

トコト炊いていく。

炊いていく途中で、ダイコンと

カブを入れ塩で味を調え、刻ん

だミツバを散らして出来上が

り。

根菜とミツバのおかゆ

材料（4人分）

切り干し大根 ……３０ｇ
ミツバ ………………１束
かつお節 ……………適宜
だし汁
　かつおだし
……… １と１/２カップ
　薄口しょうゆ
…………………大さじ１
　みりん ………大さじ１
　塩 ……… 小さじ１/２

（１）

（２）

（３）

作り方

切り干し大根を水で戻し、固く

絞っておく。ミツバは1cm幅

に切る。

だし汁を沸かし、切り干し大根

を入れて弱火で10分煮て冷ま

しておく。

ボウルに切り干し大根とミツ

バを入れて混ぜ合わせ、器に盛

りだし汁を適量張り、かつお節

を散らして出来上がり。

切り干し大根とミツバのおひたし

朝ご飯の献立

根菜とミツバのおか
ゆレシピ1

切り干し大根と

ミツバのおひたし

レシピ2

炊き上がりまでの時間の目安は２０～３０分

題名：マルメロード第72章
Ｄａｙ：2018.11.16

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌

No.

197

新はこだて

1
January
2019

紅葉の秋が過ぎて、すっかり寒くなったね。
皆さん冬の運転は気を付けましょう！！

新年号

第
1
9
7
号

電
話
／
0138-77-5555　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5566

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
企
画
室
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

平
成
31年

1月
1日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号



会

長

理

事

代
表
理
事
組
合
長

代
表
理
事
専
務

常

務

理

事

常

務

理

事

理

事

畠
　
山
　
良
　
一

輪
　
島
　
　
　
桂

田
　
中
　
猛
　
一

（
信
用
・
共
済
担
当
）

西
　
村
　
安
　
弘

二
本
柳
　
　
　
寛

（
企
画
管
理
・
信
用
共
済
委
員
長
、

大
野
・
上
磯
地
区
運
営
委
員
長
）

春
　
山
　
豊
　
満

（
営
農
販
売
・
経
済
委
員
長
）

平
　
田
　
克
　
則

（
森
地
区
運
営
委
員
長
）

髙
　
瀨
　
幸
　
巳

（
北
渡
島
地
区
運
営
委
員
長
）

舟
　
田
　
進
　
一

（
せ
た
な
地
区
運
営
委
員
長
）

横
　
道
　
重
　
人

（
南
渡
島
地
区
運
営
委
員
長
）

吉
　
田
　
成
　
三

（
七
飯
・
函
館
地
区
運
営
委
員
長
）

浅
　
野
　
宏
　
隆

（
南
檜
山
地
区
運
営
委
員
長
）

伊
勢
谷
　
達
　
志

時
　
田
　
孝
　
喜

松
　
本
　
一
　
徳

山
　
下
　
敏
　
雄

新
函
館
農
業
協
同
組
合

代

表

監

事

常

勤

監

事

監

　

　

事

参

与

代

表

取

締

役

社
長 

三
十
尾
　
昭
　
一

鈴
　
木
　
隆
　
昭

森
　
　
　
隆
　
志

加
　
藤
　
寛
　
喜

佐
々
木
　
芳
　
勝

丹
　
保
　
勝
　
也

小
笠
原
　
裕
　
章

落
　
合
　
　
　
修

川
　
端
　
英
　
裕

鷲
　
田
　
寿
　
永

小
　
澤
　
大
　
栄

北
　
村
　
卓
　
馬

笠
　
松
　
悦
　
子

岡
　
崎
　
昭
　
子

職
　
員
　
一
　
同

輪
　
島
　
　
　
桂

社
　
員
　
一
　
同

㈱
新
は
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だ
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協
同

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新 函 館 農 業 協 同 組 合

代 表 理 事 組 合 長

輪 島　　桂

ＪＡ新はこだて青年部

部長　木村　卓也

ＪＡ新はこだて女性部

部長　田原　和子

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
三
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
よ
り
、Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
並
び
に
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
事
業
・

運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、様
々
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
が
、

年
当
初
の
大
雪
は
、
雪
国
北
海
道
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
関
東
甲
信
で

４
年
ぶ
り
の
警
報
を
も
た
ら
す
近
年
で
は
類
を
み
な
い
雪
害
を
見
せ
ま

し
た
。
２
月
に
は
、
韓
国
で
行
わ
れ
た
平
昌
五
輪
で
の
日
本
選
手
の
大

活
躍
、
７
月
の
西
日
本
豪
雨
被
害
、
９
月
に
は
皆
様
の
記
憶
に
も
新
し

い
、
台
風
２１
号
の
北
海
道
上
陸
に
よ
り
施
設
の
損
壊
、
農
作
物
へ
の
被

害
を
及
ぼ
し
、
復
旧
も
ま
ま
な
ら
な
い
ま
ま
９
月
６
日
の
平
成
３０
年
度

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
発
生
に
よ
り
、
道
内
各
産
業
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。
地
震
の
二
次
的
災
害
と
い
え
る
、
発
電
所
の
停
止
に
よ

る
全
道
一
斉
停
電
に
お
い
て
は
、
数
日
間
に
亘
り
、
道
民
の
生
活
そ
の

も
の
が
停
止
状
態
と
な
り
、
通
常
の
生
活
が
い
か
に
電
気
に
依
存
し
て

い
る
か
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
農
畜
産
物
に
お
い
て
は
、
生
乳
の

廃
棄
、
農
産
物
集
荷
や
共
選
作
業
並
び
に
市
場
出
荷
に
も
混
乱
を
及
ぼ

し
た
他
、Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
組
合
員
等
を

含
む
関
係
者
が
地
震
に
よ
る
地
崩
れ
で
お
亡
く
な
り
に
な
り
、
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
ご
冥
福
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
海
外
に
目
を
移
し
ま
す
と
、
国
際
貿
易
交
渉
に
つ
い
て
は
、

昨
年
の
９
月
末
に
、
日
米
両
国
間
で
Ｔ
Ａ
Ｇ（
日
米
物
品
貿
易
協

定
）
の
交
渉
開
始
を
合
意
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
が
、

選
挙
に
よ
る
米
国
の
内
政
の
混
乱
に
よ
り
、
過
去
に
合
意
し
た

以
上
の
関
税
引
き
下
げ
を
求
め
ら
れ
る
懸
念
が
あ
り
、
注
視
す

る
こ
と
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
環
太
平
洋
連
携

協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
米
国
脱
退
を
受
け
て
、
我
が
国
を
含
む
参

加
１１
カ
国
は
、
３
月
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
１１
と
し
て
合
意
し
、
更
に
包
括

的
及
び
先
進
的
な
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｃ
Ｒ

Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
と
な
り
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
別
の
条
約
と
し
て
作
成
さ
れ
ま

し
た
。
日
本
は
予
定
通
り
２
０
１
９
年
に
発
効
す
る
こ
と
を
目

指
し
ま
す
が
、
こ
の
Ｃ
Ｒ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
一
致
団
結
し
て
自
由
貿
易

を
推
進
し
、
保
護
貿
易
主
義
的
政
策
を
と
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
を

牽
制
す
る
と
い
う
シ
グ
ナ
ル
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
管
内
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
２
月
に
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
が
、
ふ
っ
く
り
ん
こ
が
『
特
Ａ
』
復
活

出
来
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
販
売
取
扱
額
に
つ
い
て
、

青
果
物
は
台
風
及
び
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
一
部
品
目
で
価
格

が
低
迷
し
ま
し
た
が
、
終
盤
で
の
高
値
推
移
と
酪
農
畜
産
で
の

乳
用
牛
の
価
格
が
好
調
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
一
昨
年
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
農
畜
産
物
合
計
で
は
４
年
連
続
で
３
０
０

億
円
に
迫
る
取
扱
高
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
組
合
員

の
皆
様
方
の
日
頃
の
努
力
と
Ｊ
Ａ
へ
の
結
集
の
賜
物
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
平
成
２９
年
度
〜
３１
年
度
に
お
け
る
第
５
次
の
「
地

域
農
業
振
興
計
画
」
及
び
「
中
期
経
営
計
画
」
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
。
基
幹
支
店
ご
と
に
設
定
し
ま
し
た
地
域
振
興
対
策
の

実
践
状
況
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご

協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
目
標
達
成
に
向
け
、
役
職
員
一
丸
と
な

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
年
が
豊
穣
で
、
組
合
員
皆
様
に
と
っ
て
希
望
に

満
ち
た
良
き
年
と
な
る
こ
と
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新

年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
私
た
ち
青
年
部
の
活
動
に
対
し
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご

協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
る
と
、前
年
と
同
じ
春
先
か
ら
の
天
候
不
順
に
「
ま

た
今
年
も…

」
と
、
思
っ
た
方
々
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
は
天
候
も
回
復
し
、
野
菜
等
で
少
々
の

遅
れ
は
あ
っ
た
も
の
の
良
い
収
穫
期
を
迎
え
ら
れ
た
の
で
は
と
思
い

ま
す
。
　

　
そ
の
様
な
中
、
青
年
部
と
致
し
ま
し
て
も
、
更
な
る
飛
躍
と
強
い

繋
が
り
を
持
つ
た
め
に
、
各
種
勉
強
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
枠
を
超

え
た
交
流
会
な
ど
、
よ
り
一
層
の
部
員
資
質
向
上
に
日
々
励
ん
で
お

り
ま
す
。

　
こ
の
先
、
農
業
情
勢
は
さ
ら
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
我
々
も
農
業
、
地
域
、
家
族
を
守
る
も
の
と
し
て
様
々
な
変

化
に
対
応
し
、
こ
れ
ら
の
難
局
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
、
合
併
農
協
に
属
す
私
た
ち
が
地
域
を
超
え
た
協
力

を
し
っ
か
り
と
考
え
、
農
業
振
興
は
も
と
よ
り
強
い
想
い
を
持
っ
て

青
年
部
活
動
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
、
青
年
部
盟
友
の
皆
様
に

と
り
ま
し
て
、
ご
健
康
で
ご
多
幸
、
そ
し
て
な
に
よ
り
豊
穣
の
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
青
年
部
活
動
へ
の
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
支
援
も
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
女
性
部
活
動
に
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て

居
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
台
風
２１
号
の
上
陸
、
そ
の
翌
日
に
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
が
発
生
し
、
４１
名
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
農
業
に
も
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
又
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
と
呼
ば
れ
る
長
時
間
に

わ
た
る
停
電
と
そ
の
影
響
も
大
き
く
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
の

多
い
大
変
な
年
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
、「
今
だ
け
、
自
分
だ
け
、

金
だ
け
」
で
は
な
く
、
他
人
へ
の
配
慮
を
大
切
に
、
互
い
に
助
け
合
い
、

譲
り
合
う
『
協
同
の
精
神
』
を
、
今
一
度
再
確
認
し
た
い
も
の
で
す
。

　
近
年
、
女
性
の
活
躍
が
望
ま
れ
る
折
、
女
性
が
経
営
に
関
与
す
る

こ
と
で
、
経
営
の
質
が
高
ま
っ
た
と
言
う
デ
ー
タ
が
あ
り
、
若
い
女

性
の
活
躍
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
、
ス
マ
ー
ト
農
業
が
進
む
現
状
を
考

え
ま
す
と
、
若
い
世
代
を
応
援
し
、
支
え
る
こ
と
の
出
来
る
私
達
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に
女
性
部
活
動
を
通
し
、
研
修
を

深
め
、
心
身
共
に
美
し
く
輝
け
る
よ
う
に
切
磋
琢
磨
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
命
を
守
る
、
力
強
い
農
業
を
目
指
し
、
今
年
こ
そ
豊
穣
の
秋
と
な

り
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
本
年
も
女
性
部
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
ご
家
族
、
女
性
部
員
の

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。
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　父から長ネギの担当を一任
されました。頑張った結果が収
量や売上に表れ、とても『やり
がい』を感じた1年でした。

北斗市

中川　揚平さん
昭和58年生まれ

昨年を振り返って

　今年も長ネギの
良かった点や反省点
を活かして、少しで
も反収を上げられる
ように頑張ります。

今年の抱負

　農作物は長雨による影響も
ありましたが、家族に怪我もな
く、昨年は健康に過ごすことが
できました。

知内町

手塚　敏彦さん
昭和34年生まれ

昨年を振り返って

　ニラの収量、品質
アップで所得向上を
目指します。健康面
では今年も１年、家
族ともども健康に過
ごしたいです。

今年の抱負

　春の低温で促成トマトは苦し
い時期もありましたが、夏秋の
抑制トマトは高単価だったた
め、トータルは良かったです。

森町濁川

豆沢　俊二さん
昭和34年生まれ

昨年を振り返って

　今年、還暦を迎え
るのでより健康に気
をつけていきます。
そろそろ後継者に経
営を引き継ぎたいと
思います。

今年の抱負

　春先から自然災害の影響を
多く受けた年ではありました
が、より一層管理作業を徹底し
て行い、良い花を栽培・出荷す
る事が出来ました。

七飯町

山田　康生さん
昭和58年生まれ

昨年を振り返って

　常に良いものを
栽培出来るよう、試
行錯誤し続けます。
健康管理にも気を
遣い、元気に農業を
続けていきたいで
す。

今年の抱負

　4月に企画室に配属され、
あっという間に1年が過ぎまし
た。わからないことが多かった
ですが、充実していました。

本店

田村　賢士職員
平成7年生まれ

昨年を振り返って

　まだまだわからな
いことだらけです
が、組合員の皆さん
や職員に頼られるよ
う成長していきたい
です。

今年の抱負

　昨年も規模拡大への投資と
新たな挑戦をいくつか実践し、
あっという間でした。充実した
１年となりました。

八雲町

北村　卓馬さん
昭和58年生まれ

なか  がわ　　  　よう  へい て    づか　　　 とし   ひこ

まめ   ざわ　　　しゅん  じ やま　 だ　　　　やす　 お

た　 むら　　　 けん　 じ きた   むら　　 　たく　 ま

昨年を振り返って

　「やっぱり猪だ
ね」って言われるぐ
らい、猪突猛進で打
ち込みます。特に採
卵数向上と子牛の
事故低減には注力し
ます。

今年の抱負

　水稲農家として天候に悩ま
され、不完全燃焼の一年でし
た。『ふっくりんこ』は例年ほど
の収量が確保できて良かった
です。

せたな町

近藤　敬祥さん
昭和58年生まれ

こん  どう　　　  たか   よし

昨年を振り返って

　家族のためにも
怪我なく健康に、美
味しい米を作ってい
きます。土地改良に
も力を入れる年にし
たいです。

今年の抱負

　今年は雪が多く、春先から忙
しい１年でした。8月には、イチ
ゴ『すずあかね』の生育が良く、
安心しました。

乙部町

山科　稔さん
昭和22年生まれ

やま  しな　　　 みのる

昨年を振り返って

　昨年よりもイチゴ
を多く収穫し、イチ
ゴを作る仲間も増や
したいです。健康第
一で好きな旅行にも
行きたいです。

今年の抱負

亥年ってどんな年？ ～運気や兆候、戌年生まれの人の性格など～

　十二支では第１２番目に位置します。「亥」ともされる動物の「猪」の
肉は万病さえも防ぐ、予防する力があるとされており、亥年には「無病
息災」の意味があるとされています。また、「猪」は神の遣いとも言われ
る動物で、運勢としては強運とのこと。目標に向かって突き進み、良い
一年にしましょう。

運気や兆候

　自分の考えや行動に自信を持ち、意思が強固であると言われてい
ます。また、物事に没頭するため、研究者タイプでもあるそうです。「頑
固」が強調されがちですが、その「一途」な姿勢に共感してくれる味方
も多く、仲間には慕われることも多いとのこと。

亥年生まれの性格は？

年われら

「2018年を振り返った感想」と

2019年も幕が開け、この輝かしい
亥年生まれの方々に、

「2019年の抱負」を語ってもらいました。
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TOPICS
トピックス

管内各地の　　な情報を

お届けします。

旬

若松 函館 八雲

木古内

青年部

木古内 森

「他の方の発表はとても勉強になりました」と平原さん。

全
国
大
会
で
発
表

第
７０
回
日
本
酪
農
研
究
会

　

１１
月
１４
日
、静
岡
県
内
の
ホ
テ
ル
で
日
本
酪
農

青
年
研
究
連
盟
が
主
催
す
る「
第
７０
回
日
本
酪
農

研
究
会
」が
開
か
れ
た
。全
国
か
ら
２
８
０
人
の

研
究
会
員
が
集
ま
っ
た
中
、当
Ｊ
Ａ
か
ら
は
落
部

地
区
の
平
原
美
佳
さ
ん
が
、八
雲
女
子
研
究
会
代

表
と
し
て
参
加
し
た
。

　

平
原
さ
ん
は『
酪
農
と
私
と
牧
場
の
未
来
と
』

を
テ
ー
マ
に
、八
雲
町
と
静
岡
県
の
つ
な
が
り
や

自
身
の
牧
場
、こ
れ
か
ら
の
牧
場
に
つ
い
て
の
夢

と
目
標
を
語
っ
た
。大
会
を
終
え
て「
他
地
域
の

人
と
交
流
で
き
、良
い
経
験
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

「取得した認証を継続していきたい」と高橋佐和子さん（左）。

渡
島
・
檜
山
で
初
め
て

㈲
高
橋
畜
産
が
畜
産
物
の

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
取
得

　

１１
月
５
日
、せ
た
な
町
の
㈲
高
橋
畜
産
は
、道

南
の
渡
島
・
檜
山
地
区
で
は
初
め
て「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ

家
畜
・
畜
産
物
」の
認
証
を
取
得
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
と
は
、労
働
管
理
や
食
の
安
全

管
理
、動
物
の
環
境
保
全
等
に
取
り
組
む
農
場

に
与
え
ら
れ
る
認
証
で
、２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
食
材
調

達
基
準
の
一つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

代
表
の
高
橋
洋
平
さ
ん
は「
２
０
２
０
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手

村
で
使
用
さ
れ
る
食
材
を
提
供
出
来
た
ら
嬉
し

い
」と
話
し
た
。

「函館育ちふっくりんこ」をPRする部会員ら

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」で
消
費
者
と
交
流

木
古
内
町
水
稲
研
究
会
が

Ｐ
Ｒ
活
動

　

木
古
内
町
水
稲
研
究
会
は
１１
月
１８
日
、ホ
ク
レ

ン
シ
ョ
ッ
プ
函
館
昭
和
店
で「
函
館
育
ち
ふ
っ
く

り
ん
こ
」を
販
売
し
た
。同
会
の
役
人
４
人
と
会

員
３
人
の
他
、Ｊ
Ａ
職
員
ら
３
人
が
法
被
姿
で
新

米
の
お
い
し
さ
を
呼
び
か
け
た
。新
米
の
試
食
や

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
も
行
っ
た
他
、購
入

者
に
は
人
参
と
玉
ね
ぎ
、馬
鈴
薯
の
野
菜
詰
め
合

わ
せ
セ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
。

　

真
部
久
会
長
は「
対
面
販
売
は
毎
年
、消
費
者

と
交
流
で
き
る
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
」と
話

し
た
。

赤カブの皮むき作業をする部員

毎
年
恒
例
の『
赤
カ
ブ
』漬
物
づ
く
り

函
館
支
店
女
性
部
加
工
部
会

　

函
館
支
店
女
性
部
の
加
工
部
会
は
１１
月
１４
日
、

１５
日
の
二
日
間
、部
員
の
加
工
場
で
約
３
０
０

キ
ロ
の
赤
カ
ブ
を
漬
け
込
ん
だ
。

　

赤
カ
ブ
は
合
成
着
色
料
を
一
切
使
用
し
な
い

た
め
、天
然
の
鮮
や
か
な
紅
色
が
特
徴
。１
〜
２

週
間
ほ
ど
塩
漬
け
し
、砂
糖
と
酢
を
加
え
て
さ

ら
に
１
週
間
ほ
ど
漬
け
る
。そ
の
後
、袋
詰
め
し

て
函
館
市
内
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
販
売
予
定
。

　

林
佐
喜
子
部
会
長
は「
こ
れ
か
ら
も
健
康
に

気
を
遣
い
な
が
ら
、で
き
る
限
り
漬
物
づ
く
り

を
続
け
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

㈱神戸物産でトマトの養液栽培の説明を聞く部員

森
支
店
女
性
部
が
節
目
を
迎
え
る

創
立
６０
周
年
記
念
研
修

　

森
支
店
女
性
部
は
１１
月
２０
日
、２１
日
の
二
日

間
、「
創
立
６０
周
年
記
念
研
修
」を
行
っ
た
。部
員

６
人
と
Ｊ
Ａ
職
員
ら
が
参
加
。

　

初
日
は
鹿
部
町
の
道
の
駅
で「
間
歇
泉
」が
噴

き
出
す
様
子
や
同
町
特
産
品「
鹿
部
た
ら
こ
」な

ど
見
て
回
っ
た
。二
日
目
に
は
、㈱
道
新
総
合
印

刷
の
函
館
工
場（
北
斗
市
萩
野
３３-

６９
）で
震
度

６
強
の
地
震
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
免
震
構

造
や
同
工
場
の
印
刷
機
械
、折
込
機
械
な
ど
を

見
学
。そ
の
後
、七
飯
町
の
道
の
駅
で
直
送
さ
れ

る
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
込
ん
だ
。㈱
神
戸
物
産

で
は
ト
マ
ト
の
養
液
栽
培
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
や
パ

パ
イ
ア
の
栽
培
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

同
女
性
部
の
吉
田
愛
子
部
長
は「
こ
れ
か
ら

も
女
性
部
活
動
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、『
楽
し

く
』『
タ
メ
に
な
る
』活
動
に
尽
力
す
る
」と
意
欲

を
表
し
た
。

最優秀賞を獲得した枝肉と川瀬夫妻

全
２２
頭
が
集
結
し
、肉
質
を
競
う

第
17
回
北
海
道

あ
か
牛
枝
肉
共
励
会

　

１１
月
１６
日
、帯
広
市
の
㈱
北
海
道
畜
産
公
社

道
東
事
業
所
十
勝
工
場
で「
第
１７
回
北
海
道
あ

か
牛
枝
肉
共
励
会
」が
開
か
れ
た
。当
管
内
か
ら

は
木
古
内
町
の
組
合
員
４
人
が
生
産
し
た
８
頭

が
出
品
さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、一
般
褒
賞
部
門
で
池
田
町
の
長

島
典
雄
さ
ん
の
典
光
晴
号
、あ
か
毛
和
牛
賞
部

門
で
木
古
内
町
の
川
瀬
雄
二
さ
ん
の
春
菊
号
が

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
。そ
の
他
、当
Ｊ
Ａ
管
内
か

ら
は
東
出
雅
史
さ
ん
の
鶴
号
が
優
秀
賞
１
席
、岡

山
徹
さ
ん
の
友
太
郎
号
が
優
良
賞
に
選
ば
れ
た
。

白熱したミニバレー大会

創立60周年記念研修に参加した部員

白
熱
し
た
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

青
年
部
が
部
員
間
交
流

　

青
年
部
は
１１
月
１４
日
、北
斗
市
の
久
根
別
体

育
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
開
い
た
。各

地
区
の
青
年
部
員
と
職
員
含
め
３６
人
が
参
加
。

　

８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、各
コ
ー
ト
４
チ
ー
ム
の

総
当
た
り
戦
で
予
選
を
行
っ
た
。上
位
各
２
チ
ー

ム
に
よ
る
４
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

戦
い
、南
檜
山
地
区
青
年
部
が
優
勝
。

　

参
加
し
た
田
中
裕
明
部
員
は「
普
段
集
ま
れ

な
い
各
地
区
の
青
年
部
が
集
ま
っ
て
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
良
い
機
会
で
す
」と
話
し
た
。
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Information

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

役員永年勤続 表彰伝達式
　１１月３０日、第１１回理事会会場（北斗市総合分庁舎）に
て『役員永年勤続表彰伝達式』が行われました。組合の役
員を通算３期９年以上在任した後に退任した方には当ＪＡ
から感謝状と記念品が、通算５期１５年在任した方にはＪＡ
北海道中央会から感謝状が贈呈されました。

当ＪＡはホクレンとタイアップし、農薬コスト低減を目指し、大型規格よりも更
に大きな「担い手直送規格」の取扱いを開始しました。「担い手直送規格」は
完全受注生産やメーカーからの直接配送など徹底した物流コストの削減に
より、同一農薬の通常規格品に比べ約１０～２０%のコスト低減効果が期待出
来ます。今年の営農からメガ得「担い手直送規格」で更なる農薬コスト低減に
チャレンジしませんか？

表彰者

◇小野寺　仁（通算在任期間27年4カ月） ◇金子　周治（通算在任期間27年1カ月）

◇下川部　洋（通算在任期間18年0カ月） ◇笠原　一雄（通算在任期間15年0カ月）

◇齊藤　幸利（通算在任期間12年0カ月） ◇中富　清明（通算在任期間9年0カ月）

農薬コスト低減につながる「担い手直送規格」の取扱いを開始しました！

【水稲育苗箱処理剤】 【水稲除草剤】
Dr.オリゼパディート粒 (40kg)

アプライフェルテラ箱粒剤 (200kg)

ツインターボ箱粒剤08 (40kg)

ファーストオリゼパディート粒 (40kg)

ウリホスフロアブル (20L×4)
アッパレZ1キロ粒剤 (40kg)
アッパレZジャンボ (4kg×4)
ガンガン1キロ粒剤 (40kg)
ガンガン豆つぶ (10kg)
トップガン豆つぶ (10kg)
トップガン1キロ粒剤 (40kg)
ヤブサメ豆つぶ (10kg)

メガ得
銘柄

お問い合わせ・お申込みは 各支店生産資材店舗へお願いします！

道内で活躍する女性農業者のお話を聞いてみませんか？
～平成30年度渡島６次産業化推進検討会～

日時　平成３１年１月２２日（火）１０：００～１1：3０（受付９：３０～）
場所　北斗市農業振興センター農業総合研修室

＊参加を希望される方は、渡島総合振興局農務課松田・三井まで
（ＴＥＬ：０１３８－４７－９４９７、ＦＡＸ：０１３８－４７－９２１２） 参加費は無料です！

滝川市 こうざい農園
米＆野菜＆サツマイモ等を栽培する3代目。
菓子店との農商工連携、クラウドファンディングを活用した資金調
達、自社ブランド真空パック焼き芋「紅甘雪（べにあまゆき）」の販売
等を実践。

講師 香 西 静 江氏

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
通
信

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の
時
々

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定
期
的
に

お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

９
月
に
、
札
幌
市
に
お
い
て
、
小

学
生
が
社
会
の
仕
組
み
を
学
ぶ
職
業

体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
さ
っ
ぽ
ろ
」
が
開
催
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
北
海
道
で
は
金
融
機
関
と
い
う
役
割

で
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で
は
、
お
金
の
数
え
方
の
練
習
や

お
仕
事
体
験
し
た
子
へ
お
給
料

を
支
払
う
仕
事
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
中
に
は
「
お
金
持
ち
に

な
っ
た
み
た
い
」
と
お
札
の
束

を
広
げ
る
子
も･･･

。

　

未
来
の
サ
ポ
ー
タ
ー
づ
く
り

へ
、
来
年
以
降
も
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１０
月
２７
日
（
土
）
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札
幌
に
て
、
第

４５
回
目
と
な
る
「
平
成
３０
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
全
道
小
・

中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
全
道
よ
り
４
３
４
２
点

の
応
募
を
い
た
だ
い
た
中
か
ら
金
賞
９
作
品
が
選

出
さ
れ
、
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ

ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
作
品
は
、

さ
っ
ぽ
ろ
雪
ま
つ
り
会
場
・
道

庁
ホ
ー
ル
で
の
展
示
等
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

１１
月
１３
日
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道

の
役
職
員
は
じ
め
約
２
４
０
０
名
が
参

加
し
、「
第
２９
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
で
は
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
『
北
海
道
５

５
０
万
人
と
共
に
創
る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊

か
な
魅
力
あ
る
農
村
」』
の
実
現
を
継
承
し
、
重
要

性
を
増
す
「
協
同
組
合
の
価
値
と
実
践
」
を
決
議

し
ま
し
た
。
協
同
の
力
と
総
合
力
を
発
揮
し
、
一

丸
と
な
っ
て
決
議
事
項
の
実
践
を
通
じ
た
自
己
改

革
に
取
り
組
み
ま
す
。
決
議
事

項
の
実
践
内
容
や
農
業
・
Ｊ
Ａ
・

協
同
組
合
の
意
義
や
価
値
の
発

信
に
よ
り
、
北
海
道
５
５
０
万

人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
を
目
指
し
ま

す
。

　

組
合
員
な
ら
び
に
地
域
住

民
の
皆
様
の
生
命
と
健
康
を

守
る
た
め
、
本
会
事
業
の
積

極
的
な
啓
蒙
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
広
報
誌

「
す
ま
い
る
」
を
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

　

年
３
回
発
行
し
て
お
り
、

様
々
な
医
療
・
健
康
情
報
を

発
信
し
て
お
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
の
味
覚
を
一
堂
に
集
め
た

毎
年
恒
例
秋
の
イ
ベ
ン
ト
「
２
０
１

８
第
４７
回
ホ
ク
レ
ン
大
収
穫
祭
」
を
札
幌
三
越
本

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
Ｊ
Ａ
北
海
道
女
性

協
議
会
の
「
私
の
心
を
込
め
た

農
畜
産
物
お
む
す
び
！
」
と
Ｊ

Ａ
北
海
道
農
協
青
年
部
協
議
会

の
「
農
業
ク
イ
ズ
」
な
ど
の
生

産
者
参
加
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
、
大
収
穫
祭
を
盛
り
上
げ
、

連
日
、
ど
の
売
り
場
も
秋
の
味

覚
を
求
め
る
人
々
で
大
盛
況
で

し
た
。
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Information

通常営業
～17:00

年末年始の営業時間

資材店舗・営農センター 通常営業

通常営業

通常営業

28日は
休業

休業
（大野支店のみ
14:00まで営業）

休業
（大野支店のみ
14:00まで営業）

休業

休業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

通常営業

休業

通常営業

休業

休業

休業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

休業

休業

通常営業

通常営業

通常営業

休業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

金融窓口営業

あぐりへい屋

厚沢部

知内

八雲

厚沢部

館

金融店舗内

スーパーアークス七飯サウス店内

ホクレンショップ森店内

Aコープやくも店内

上ノ国支店資材店舗内

ホクレン乙部給油所内

厚沢部・知内・木古内・
大野・大中山・駒ケ岳

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

休業

通常営業

通常営業

通常営業

火～金 土 月 火

12/29

日

12/30 12/31 1/1 1/2

水

1/3

木

1/4

金

1/5

土

1/6

日

1/7

月

1/8

火

12/25
~28

火～金 土 月 火

12/29

日

12/30 12/31 1/1 1/2

水

1/3

木

1/4

金

1/5

土

1/6

日

1/7

月

1/8

火

12/25
~28

給　
　
　
　

油　
　
　
　

所

㈱新はこだて協同

ＪＡ新はこだて

Ａ

Ｔ

Ｍ

映画「そらのレストラン」が2019年1月25日全国ロードショー

Ａ
コ
ー
プ

整
備
工
場

乙部・八雲・長万部

上ノ国

若松

濁川

大中山ガス事業所

9:00～ 
 12:00

8:00～ 
 15:00 8:00～ 

 17:00
8:00～ 
 17:00

8:00～ 
 17:00

8:30～ 
 17:00

8:30～ 
 17:00

9:00～ 
 16:00

8:30～ 
 17:00

8:00～ 
 12:00

8:00～ 
 12:00

9:00～ 
 12:00

9:30～ 
 18:00

臨時営業
9:30～ 
 18:30
臨時営業
9:30～ 
 18:00

臨時営業
8:30～ 
 12:00
臨時営業
8:30～ 
 12:00

臨時営業
8:30～ 
 12:00

臨時営業
8:30～ 
 12:00
臨時営業
8:30～ 
 12:00

臨時営業
8:30～ 
 17:00

8:30～ 
 17:00

休業
（全システム
休止）

◆日　程：平成３０年１０月３０日（火）～１１月１日（木）

◆参加者：輪島組合長、西村常務、春山委員長、横道副委員長、伊勢谷理事、
　　　　　小笠原理事、吉田理事、松本理事、加藤理事、笠松参与、岡崎参与

◆事務局：新谷部長、幸田課長 

JAおとふけ・JAようてい
　ＪＡおとふけ青果管理センターの施設整備の仕組みやＪＡようていの人参、馬
鈴薯施設を京極町に集約する取組みなどについて学びました。当ＪＡにおける今
後の施設集約に関して、『労働力省力化』を図ることの重要性を再認識しました。

農業生産法人シントクアユミルク
　搾乳ロボット、牛舎自動換気システム、餌寄せロボット等の最新設備の導入に
よる作業時間の大幅短縮や、酪農家の高齢化などに伴う後継者不足の解消に向け
た研修体制の充実などについて、情報交換しました。

◆日程：平成３０年１１月２７日（火）～２９日（木）

◆参加者：田中専務、二本柳常務、平田委員長、髙瀬副委員長、山下理事、丹
　　　　　保理事、時田理事、森理事、浅野理事、佐々木理事、鈴木理事

◆事務局：濱谷部長、南部長

農業生産法人「TACSしべちゃ」/JAしべちゃ
　釧路管内標茶町で平成２７年４月に稼働した「ＴＡＣＳしべちゃ」は農協出
資型の酪農牧場。新規就農者の研修機能を併せ持ち、今後の担い手確保や離農
跡地の有効活用など地域の生産拡大に向けた様々な取り組み実態を研修し意見
交換を行いました。

高速大型船「ほくれん丸」
　釧路港から日立港（茨城県）へ季節ごとの農畜産物を載せ、年間を通じてほ
ぼ毎日運航されています。ピーク時には１,０００ｔ／日の生乳が運ばれ、北海
道全体の生乳の有利販売に大きく貢献しており、それら仕組みとホクレンの物
流体制について学びました。

～せたなの〝海が見える牧場″。豊かな自然が育む、チーズと仲間の物語。～
　せたな町で有機農業に取組む「やまの会」をモデルに、俳優の大泉洋さんが主役を
演じる映画『そらのレストラン』が２０１９年１月２５日に公開されます。
　１日限定のレストランオープンに向けて「チーズ」と「仲間の絆」が描かれる感動ス
トーリー。
　若松基幹支店からエキストラとして職員の参加と、スタッフやキャストの皆さんに農
畜産物の差し入れも行われました。
　せたな町の雄大な自然と仲間たちの友情をぜひ劇場でご覧ください。

企画管理・信用共済委員会視察研修

営農販売・経済委員会視察研修

▲人参洗浄選別施設を見学

▲搾乳ロボットを見学

▲「TACSしべちゃ」を見学

▲ホクレン丸の前で集合

舞台となった『海が見える牧場』

映画『そらのレストラン』
出演：大泉洋　本上まなみ　岡田将生ほか　　監督・脚本：深川栄洋　脚本：土城温美
配給：東京テアトル　2019年1月25日（金）　全国ロードショー　　https://sorares-movie.jp
(C)2018『そらのレストラン』製作委員会
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まるめ郎アルバム編集後記
　新年、明けましておめでとうございます。昨年を振り返
ると、４月から広報担当として組合員さんと接する機会が
増え、農協職員として大変勉強となった一年でした。特に
組合員さんの農業に対する思いなどを直接聞くことがで
きたのは、私にとって一生の良い経験になったと確信して
おります。
　昨年、経験したことを活かし、皆さんに「えすぽわーる」
をもっともっと楽しみにしてもらえるよう、努力してまいり
ますので、今年もよろしくお願いします。
　皆さんからの面白いコメントをお待ちしております。

（翔）
JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-944-904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-159-674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。

永井智一
（ながい ともかず）

　茨城県笠間市にある
「キッチン晴人（ハレン
ジ）」のオーナーシェフ・
永井智一さんに、元気が
湧いてくる朝ご飯を教え
ていただきます。

新年のご挨拶

われら亥年

年末年始の営業時間のお知らせ

今 月 の 朝 ご 飯今 月 の 朝 ご 飯

レシピ1

ポイント

レシピ2

材料（4人分）

米 ………… １/２カップ
水 …… ３と１/２カップ
　　　　　　　　　（７倍量）
ごま油……… 大さじ１/２
ダイコン………… １/８本
　　（短冊に切り下ゆでする）
カブ……………………１個
　  （１/８に切り下ゆでする）
ミツバ…………… １/２束
塩 ……………………適宜

（１）

（２）

（３）

作り方

米をとぎ、ざるにあげ20分置

いた後、ごま油を絡めておく。

手鍋に水と（1）を入れ中火に

かけ沸騰したら弱火にしてコ

トコト炊いていく。

炊いていく途中で、ダイコンと

カブを入れ塩で味を調え、刻ん

だミツバを散らして出来上が

り。

根菜とミツバのおかゆ

材料（4人分）

切り干し大根 ……３０ｇ
ミツバ ………………１束
かつお節 ……………適宜
だし汁
　かつおだし
……… １と１/２カップ
　薄口しょうゆ
…………………大さじ１
　みりん ………大さじ１
　塩 ……… 小さじ１/２

（１）

（２）

（３）

作り方

切り干し大根を水で戻し、固く

絞っておく。ミツバは1cm幅

に切る。

だし汁を沸かし、切り干し大根

を入れて弱火で10分煮て冷ま

しておく。

ボウルに切り干し大根とミツ

バを入れて混ぜ合わせ、器に盛

りだし汁を適量張り、かつお節

を散らして出来上がり。

切り干し大根とミツバのおひたし

朝ご飯の献立

根菜とミツバのおか
ゆレシピ1

切り干し大根と

ミツバのおひたし

レシピ2

炊き上がりまでの時間の目安は２０～３０分

題名：マルメロード第72章
Ｄａｙ：2018.11.16

ＪＡ新はこだてとみなさんを結ぶコミュニケーション誌
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	えすぽ1901-p12

